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図3.ソフト})0-コレTシヨンモデル 図 4.α-2.0に対する静的拡散係
の臨界指数 〃のα依存性.■ は,シ 数のスケール関数.(ll)式で予想さ
ミュレーションの結果.実線は(ll) れる〝=2.15および 〝=4/3を用
式,破線は平均場近似の結果. いた.
のように書くことができる.図3の実線はこの関係を示したものである.
(ll)式を検証するために,(9)式を用いて求めた静的拡散係数のスケール関数を図4に示
す.これは,α-ioについてD(B,L)LP/Vを(BIBc)Ll/Vに対して図示したものである･
ただし,Z,=4/3.様々なLにおけるデータは,ほぼ同一のスケール関数にのっており,ここ
で得た〝(α)の推定が正しいことを示している.
以上の結果は,αとともに〝が変化することを示しており,ユニバーサリティー の破れが起
こるということを示している.一方,しきい値β｡はαの値によらず一定であり,Odagak申]
に与って予想されたコントラユニバーサリティー が成り立つことを示している.なお,α-1
におけるクロスオーバーは,今後の研究課題である.
この研究は,文部省科学研究費重点領域研究 ｢計算物理学｣の援助を得て行われた.
References
l]T.OdagakiandM.Lax,Phys.Rev.B36,3851(1987).
[21T.Odagaki,∫.Phys:Condens.Matter1,1013(1989).
【3]Y.WachiandT.Odagaki,preprint.
[4]B.D.BookoutandP.E.Parris,Phys.Rev.Lett.71,17(1993).
-480-
